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　北海道医療センター精神科の森永千尋と申しま

す。この度、リレーエッセイのバトンを倶知安厚生

病院総合内科の竹内悠仁先生から受け取りました。

竹内先生とは学生時代からの友人で、このような機

会をいただけましたことを感謝いたします。ここで

披露できるようなことはありませんが、私なりにリ

レーをつなげたらいいなと思います。

　精神科を専攻し、数年しか経過しておりませんが、

精神科診療を通して私が感じたことを書いてみま

す。精神科で関与する疾患は慢性疾患が多く、長く

付き合っていかないといけない症状も多いです。急

激にまたは、劇的にというような変化も少ない診療

科ですが、数値などで比べるわけではないので、目

には見えない症状の変化を拾っていく必要がありま

す。印象深かった患者様について、プライバシーに

配慮しつつ振り返ろうと思います。

　私が最初に担当した方は、慢性期の統合失調症の方

で、幻覚妄想に左右された言動がかなり目立っており

ました。病室に入ると、中森明菜の『ミ・アモーレ』

をよく歌っており、壁に向かって会話をしておりまし

た。断薬による症状悪化を認めて入院しており、統合

失調症の内服の継続は重要な課題ですが、それにはま

ず病識形成が必須になります。疾患教育に取り組み、

一緒に症状を紙に書いたり、本を読んだりしました。

次第に幻聴に「さん」をつけて、幻聴さんを減らした

いと発言し、妄想の世界と現実の世界を並立させ共存

していく二重見当識の確立ができるようになりまし

た。幻聴の消失はないものの、再度独居生活を再開で

きました。症状と付き合っていくことは簡単なことで

はありませんが、一人暮らしだといっぱい歌が歌える

からと独居生活を強く希望されており、それに向かっ

て多職種からのサポートを活用していけるよう関われ

たらと思いました。

　認知症の方でよくお話をしてくださった方がいら

っしゃいました。アルツハイマー型認知症の方で、

元々働き者だったためか、いつも何かしていないと

落ち着かないようで、部屋のベッドの分解や、床頭

台の解体等、問題行動の数々を認めました。回診に

行くと「私は忙しいのよ！」と少し怒った口調で話

しながら、椅子のネジを外しておりました。作業療

法の介入と、グループホームへの転院調整を進めて

いる中で、関わり方を模索し、覚えていらっしゃる

昔の話をすると、不安が減るのか生き生きと語って

くださるようになりました。次第に部屋に行くと必

ず椅子を用意してくれるようになりました。私のこ

とは学校の先生と認識していたようですが、「あん
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たも大変ね」と言ってくれた時はすごく嬉しかった

です。認知症は徐々に進行していく病気なので、本

人も不安を感じることが多いことを学びました。

　たまにですが、児童の入院もありました。回診に行

くと「ポケモン覚えたか？」と言い、テストしてくる

子でした。私が子供の頃は151匹だったはずのポケモ

ンも800匹以上に増殖しており、何が違うのだろうと

思うポケモンたちをひたすら説明してくれました。子

供の発達のペースは個人差が大きいですし、ご両親も

本人の特性を理解して関わっていくことが大切にな

ります。衝動性が高く、待つことがすごく苦手で、多

動も認めました。思うようにいかないと病室の洗面所

の蛇口をひねり、水をゴミ箱にくんで、病室を水浸し

にするなど、行動化も激しかったので、スタッフは手

を焼いておりました。形式化し、本人の困っているこ

とを一つ一つ明確にしていきながら関わっておりまし

た。当番の休日に、ポケモンについて教えてくれると

言うので30分と約束して部屋でポケモン図鑑を見てい

た時に、呼び出しがあり、困ったなと思っていたら、「待

っていてあげる」と言われ、ちょっとずつ成長してい

ることに感動しました。

　上手くいかないことも多いですが、「自分だから

できないのか、誰がやってもできないことなのか、

考えてみなさい」と当時の上級医の先生に言われ、

悩んだ時は一度立ち止まって考えるようにしており

ます。この科の魅力を感じる瞬間は、患者さんとの

会話の中が一番多いです。コロナについて連日報道

が続いており、また外出自粛によるストレスもあり、

「コロナうつ」という新しい単語まで出てきました

が、自分ができることから一つずつ取り組んでいけ

たらと強く思いました。

　次のバトンを、大学時代からの友人の林翔平先生

へ渡したいと思います。最後までお読みいただき、

ありがとうございました。
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